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時期

Ⅰ． まち づく り コ ン セプト 編
（ 目標・ 原則と し て変更し ない部分）

Ⅱ． まちづく り ルール編
（ 主に開発・ 整備に関する 取組）

Ⅲ． エリ アマネジメ ン ト 編
（ 主に運用・ 協働に関する取組）

フ ィ ード バッ ク ・ 循環

土地区画整理事業
と 基盤整備

対象

新庁舎整備
（ 第1回目まち開き ）

各街区整備 まち開き 運用と 成長

行政と 基盤事業者 権利者と 各街区事業者 運用者と 利用者と 市民

公共空間広場におけるイ ベント 道路空間の利活用

活動例

　 ・ まち の将来ビ ジョ ン やガイ ド ラ イ ン の作成

　 ・ イ ベン ト 等の賑わい事業

　 ・ SNS やホームページによ る 情報発信

　 ・ 防犯、 防災活動や清掃など環境の維持管理

　 ・ 公共空間（ 道路、 公園、 河川） の維持管理

　 　 と 利活用

　 ・ 地域交通サービ スの実施、 運営

　 ・ 民間施設、 屋内空間、 屋外空間の利活用

　 ・ こ ども や若者、 高齢者の居場所づく り 、 子育て支援、

介護サービ ス提供、 健康活動イ ベント など

まちづく り ガイ ド ラ イ ンが活用、 運用さ れる時期と 対象による区分

ま ち 全体の完成ま での時間が長く 、 各街区で異なる 時期に整備さ れる こ と が予想さ れる ため、 社

会潮流の変化にも 柔軟に対応でき る よ う 、 まち づく り ガイ ド ラ イ ン を 以下の 3 部で構成し ています。

「 III. エリ アマネジメ ン ト 編」 は、 社会潮流に応じ て見直し 、 変更が可能な部分と し て構成し ます。

道路を活用し た地域活動の例

　 2011 年に道路占用許可の特例が認めら れ、 公共空間の利活用の事例が急増し まし た。

　 収益活動、 非収益活動、 または両方の活動を 組み合わせたも の、 いずれも 対象です。

　 例） オープンカ フ ェ 、 休憩施設、 コ ミ ュ ニティ サイ ク ル、 街路市、 売店、 歩行者天国、 祭、

　 　 　 パレ ード 、 スト リ ート ラ イ ブ、 ミ スト 装置、 音響装置、 広告板

　 エリ アマネジメ ン ト と は、「 地域の価値を 維持向上さ せ、 新たな地域価値を 創造する ための市民、

事業者、 地権者などによ る 連携を も と にし た主体的な取組と その組織、 官民連携、 共創の仕組みづ

く り 」 です。 官民を 越えて連携し 、 安全で快適な住みやすい、 賑わいのある 美し いまち を 維持管理

し ていき ます。

エリ アマネジメ ント の拠点と 活動

１ . エリ アマネジメ ント のルール
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1-1. エリアマネジメントの位置付け、目的

エリアマネジメントのタイムライン

エリアマネジメントの目的鎌倉市深沢地区まちづくりガイドラインにおける
エリアマネジメントの位置付け
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８ つのエリ アマネジメ ント （ 案） まちづく り のルール 主体 時期

賑わい 移動
防災・
環境

緑・
景観

行政 事業者 市民
整備前

暫定利用
本活用

❶シンボル道路（ 仮）、 オープンスペースを中心と し たエリ アマネジメ ント の展開 ●

❷タ ク ティ カ ル・ アーバニズム ●

❸新モビリ ティ 社会実験と 展開 ●

❹地域のニーズに応える福祉 MaaS ●

❺参加型避難訓練を中心と し た防災エリ アマネジメ ント ●

❻環境エリ アマネジメ ント ●

❼グリ ーン・ コ ミ ュ ニティ を育てるエリ アマネジメ ント ●

❽緑、 景観関連のエリ アマネジメ ント ●

❶エリ アマネジメ ン ト の展開❶エリ アマネジメ ン ト の展開

❷タ ク ティ カ ル・ アーバニズム❷タ ク ティ カ ル・ アーバニズム

❸新モビ リ ティ 社会実験と 展開❸新モビ リ ティ 社会実験と 展開

❹地域のニーズに応える 福祉 MaaS❹地域のニーズに応える 福祉 MaaS

❺参加型避難訓練を 中心と し た防災エリ アマネジメ ン ト❺参加型避難訓練を 中心と し た防災エリ アマネジメ ン ト

❼グリ ーン・ コ ミ ュ ニティ を 育てるエリ アマネジメ ント❼グリ ーン・ コ ミ ュ ニティ を 育てるエリ アマネジメ ント

❽緑、 景観関連のエリ アマネジメ ント❽緑、 景観関連のエリ アマネジメ ント

❺参加型避難訓練を中心と し た防災エリ アマネジメ ント❺参加型避難訓練を中心と し た防災エリ アマネジメ ント

❻環境エリ アマネジメ ント❻環境エリ アマネジメ ント

「 鎌倉市深沢地区まちづく り ガイ ド ラ イ ン基本方針、 まちづく り ルール」 の実現

　 地区のポテ ン シャ ルを 最大限に活かすため、 ま ち の各要素を オープ ン スペースでつなぐ 骨格を 形

成し ます。 オープン スペースの骨格を 中心にまち づく り ルールを 適用し 、 さ ら に多様なエリ アマネ

ジメ ン ト 活動を 中心に積極的な活用を 促すこ と で 、 ＜公共空間と 民地内空地から 多様な活動が展開

さ れ、 ウェ ルネスを 実現する ウォ ーカ ブルなま ち ＞を「 ８ つのエリ アマネジメ ン ト （ 案） 」 によ り

目指し ます。

主に深沢地区で実施

主に深沢地区で実施

シンボル道路（ 仮） を 中心に実施

周辺地区と 連携し て実施

　 持続的なマネジメ ン ト を 可能と する 仕組を 設計する と と も に、 自由で多様性に富んだ活動を 支援

し 、 多様な主体の参画を 促し ます。

　 持続的なマネジメ ン ト を 可能と する 組織や収益の望まし いあり 方を 設計し 、 まち も 人も エリ アマ

ネジメ ント も 、 共に成長する未来を 目指し ます。

　 まち 開き の前段階から 、 土地の暫定利用を 地域住民と の協

働で手掛ける こ と によ り 、 まち づく り と まち の運営を 自分事

化し ます。

　 また、 スマート シティ に相応し い最先端のデジタ ル技術を

利活用する ために、 必要なデータ の収集等を 可能と する 環境

整備に努め、 誰一人取り 残すこ と のない共生社会の共創の実

現を 先導し ます。 行政は、 地域、 地区の個性を 尊重する 考え

方に立ち、 エリ アマネジメ ント を 積極的に支援し ます。

まちの将来像の 3 つの視点を実現するエリ アマネジメ ント

　 産官学民がまち の将来像を 共有し 、 地域資源を 最大限に活用し た様々な協働を 通じ 、 将来像の実

現を 目指し ます。 住む人、 働く 人、 訪れる 人たち 全てに向けた健康増進プロ グラ ム、 スポーツ 振興

プロ グラ ムを 通じ て、 こ こ ろ と から だの健康を 育むまち を 実現し ます。

　 現在、 本市で推進し ている 産官学民共創によ る スマート シテ ィ の取組を 踏まえたビ ッ グデータ *

の収集、 デジタ ル技術の有効活用や産業人材の交流プ ロ グラ ムを 通じ て、 市民生活の質の向上と 、

イ ノ ベーショ ン を 生み出すまち を 実現し ます。

　 産官民が連携し た防災、 防犯活動や持続可能なク リ ーン エネルギーマネジメ ン ト （ 環境負荷の少

ないエネルギーの活用管理） を 通じ て、 あら ゆる 人と 環境にやさ し いまち を 実現し ます。

コ ミ ュ ニティ の賑わいづく り 、 生活の質の向上につながるエリ アマネジメ ント

　 街路空間を 人々の居場所と する こ と などによ り 、 人々が立ち 止まり 、 賑わいと 交流と 予期せぬ体

験を 生み出す「 場」 づく り を 図り ます。

　 連続、 連携し た公共空地（ 道路、 公園、 緑地など） の維持管理、 鎌倉リ ビ ン グラ ボなどの共創の

取組から 得た知見の有効活用によ り 、 人々の居場所づく り と 賑わいづく り に取り 組みます。

　 街路空間を 出会いと 交流の場と する こ と によ り 、 予期し なかっ た新し い体験を 生み出す、 魅力あ

ふれる まち を 演出し ます。

持続的で柔軟性のあるまちを育てるエリ アマネジメ ント

＊ビッ グデータ： 膨大かつ多様で複雑なデータ のこ と 。 スマート フ ォ ン を通じ て個人が発する情報など、日々生成さ れるデータ の集合を指す。
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エリアマネジメントの方向性、主体、実施時期深沢の目指すエリ アマネジメ ント の方針
参考︓「鎌倉市深沢地区まちづくりガイドライン基本方針」

1-1. エリアマネジメントの位置付け、目的
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商店街振興組合法に
基づく 商店街振興組合
又は連合会　 2.3%

その他の法律に基づく 法人 3.3%

無回答 1.6%

認定 NPO 0.2%

公益社団 0.0%

任意組織
70.0%

株式会社
　 9.2%

一般 NPO
11.5%

一般社団
1.9%

大学、 研究機関、 行政大学、 研究機関、 行政

事業化の企画、 調整
関連企業

事業化の企画、 調整
関連企業

深沢地区エリ アマネジメ ント 組織深沢地区エリ アマネジメ ント 組織

地域参画、 活動
市民、 地域組織、 地権者

（ 企業含む）

地域参画、 活動
市民、 地域組織、 地権者

（ 企業含む）

学習、 研究、
補助事業等提案
学習、 研究、
補助事業等提案

地権者協議会（ 企業、 住民） 協力
関連企業、 鎌倉市等
地権者協議会（ 企業、 住民） 協力
関連企業、 鎌倉市等

法人形態の種類
（「 エリ アマネジメ ント の実施状況と 効果に関するアンケート 調

査（ 2014 年度京都大学、国土交通省、和歌山大学）」 をもと に作成）

UDC エリ アマネジメ ント の拠点と 活動

形態： 法人

　 ・ NPO（ 事業収益、 会費）

　 ・ 社団法人（ 事業収益）

財源： 会費、 管理費、 組合費

　 ・ 自治会、 町内会（ 会費）

　 ・ 商店街振興組合（ 組合費）

　 ・ 団地管理組合（ 管理費等）

その他

　 ・ 任意組織と し てのまち づく り 協議会（ 地権

　 者が主に出資、 BID* と し て行政が税金を 徴収）

　 ・ まちづく り 株式会社（ 行政と 民間が出資）

　 ・ ク ラ ウド フ ァ ンディ ン グ

　 ・ メ タ バース * による 課金

　 ・ UDC（ アーバン デザイ ン セン タ ー）

エリ アマネジメ ント 協議会（ 商業、 業務地区特定の民間組織）

　 ・ 組織： 地権者、 事業者、 タ ウンマネージャ ーの民間会員組織

　 ・ 機能： 公共サービ ス低下に備え、 行政に代わり 地域ニーズに応える サービスの担い手

　 ・ 理念： BID 制度を モデルと する 自主財源によ る ボト ムアッ プ的な地区マネジメ ント

　 　 　 　 例） 大丸有まち づく り 協議会、 博多まち づく り 推進協議会、 W eLove天神協議会

　 ・ 運用： ソ フ ト 面の取組が中心

アーバンデザイ ンセンタ ー（ 拠点地区特定の公、 民、 学連携組織）

　 ・ 組織： 行政、 民間、 大学、 アーバニスト の公、 民、 学共同組織

　 ・ 機能： センタ ー機能（ プラ ッ ト フ ォ ーム、 シン ク タ ンク *、 プロ モーショ ン ）

　 ・ 理念： 自立的都市デザイ ン 、 マネジメ ン ト 「 公、 民、 学」 連携によ る 自立組織

　 　 　 　 例） UDCK（ 柏の葉アーバン デザイ ンセン タ ー）

　 　 　 　 　 　 UDCIC（ アイ ラ ンド シティ ・ アーバンデザイ ン セン タ ー） ： 新規開発型

　 　 　 　 　 　 UDCM（ 松山アーバン デザイ ン セン タ ー）

　 　 　 　 　 　 UDC2（ 柏アーバン デザイ ン セン タ ー） ： 中心市街地型

　 ・ 運用： 民間が空間整備（ ハード づく り ） に投資

　 全体組織に多種多様な専門性を 持つ人材を 置く 必要があり ます。

　 例） 会計、 事務、 接客サービ ス、 経済経営マーケティ ング、 都市・ 建築デザイ ン 、 メ ディ ア、　 　

　 　 　 W EB デザイ ン 、 不動産、 教育、 医療福祉、 健康スポーツ 等

深沢エリ アマネジメ ント のイ メ ージ（ 案）
UDC における産官学民連携の例

UDC は、 ア ー バ ン デ ザ イ ン セ ン タ ー（ Urban

Desig n Center） の略称であり 、 2006 年 11 月の柏の

葉アーバン デザイ ンセン タ ー（ UDCK） 創設時に構想

さ れた、 課題解決型＝未来創造型ま ち づく り のため

の公、民、学連携のまち づく り プラ ッ ト フ ォ ームです。

　 行政によ る 都市計画や市民によ る ま ち づく り の枠

組みを 超え、 地域に係る 各主体が連携し 、 都市デザ

イ ン の専門家が客観的立場から 携わる 新たな形のま

ち づく り 組織や拠点と し て、 2021 年４ 月現在で全国

23 拠点に展開さ れています。

　「 学」 によ る リ ーダーシッ プ、「 民」 によ る 資金提

供で運営さ れています。

＊ BID（ ビジネス活性化地区）： 民間のエリ アマネジメ ン ト 活動の資金を 再配分し 、公共空間の管理も 含めて一体的にまちづく り を 推進する 制度。

＊メ タ バース： イ ンタ ーネッ ト 上の仮想空間にアバタ ー（ 自分の分身であるデジタ ルキャ ラ ク タ ー） で参加し 、他者と コ ミ ュ ニケーショ

ンするこ と などを 指す。 ＊シンク タ ンク ： 諸分野に関する政策立案・ 政策提言を主たる業務と する研究機関のこ と 。

１ . エリ アマネジメ ント のルール
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1-2. エリアマネジメント運営組織事例

組織形態、財源

出典： 一般社団法人 UDC イ ニシアチブ、 ウェ ブサイ ト

これまでの組織とこれからのデザイン・マネジメント組織の方向性
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賑わい

移動

防災・ 環境

緑・ 景観

賑わい

移動

防災・ 環境

緑・ 景観

賑わい

移動

防災・ 環境

緑・ 景観

賑わい

移動

防災・ 環境

緑・ 景観

SW MaaS の活用イ メ ージ

（ 出典： 一般社団法人 SMART ふく し ラ ボ）

ニュ ーヨ ーク 、「 プラ ザ・ プログラ ム」

福祉法人の連携から 社会の連携へ

＜福祉版移動シェ アサービス SW  MaaS

　（ Social w elfare Mob il ity as a service） ＞

日本における道路空間利活用（ ©Furusato Hirom i）

タ ク ティ カ ルアーバニズムと は

　「 ま ずは市民の手で 小さ な ア ク シ ョ ン を 起こ

し 、 長期的な変化やムーブメ ン ト につなげよ う 」

と いう 、 プロジェ ク ト ベースのまちづく り の考え

方です。 海外での先進的な事例のほか、 近年は日

本でも 道路空間の規制緩和などにより 道路、 公共

空間での社会実験が増えています。

各都市の事例

＜鎌倉 /藤沢エ リ ア における ス マ ート シ テ ィ の 

　 実現に向けた実証実験＞

ニュ ーヨ ーク 市「 プラ ザ・ プログラ ム」

＜運営組織・ 財源＞

＜運営組織・ 財源＞

＜活動内容＞

　 ま ち の主役を 歩行者と し 、 多彩な広場を 計画

し ています。（ 約 70 か所）

• 車道や駐車空間を「 プ ラ ザ」 化。 公園、 駅、

文化施設の近く やメ イ ン ス ト リ ート の交差点

等が対象

•「 プラ ザ」 の基本要素は、 可動イ ス、 車止めに

も なる 植栽鉢や大き な石

• ニュ ーヨ ーク 市交通局と パート ナーの民間組

織 10 者（ BID、 公園管理団体、 環境ボラ ン ティ

ア等）

• バン ク ーバービ エン ナーレ 非営利の慈善団体（ 助成金、 企業スポンサー、 現物贈与、 慈善寄付を通

じ ての資金提供、 各展示会でのアート 販売収益を実施）

• 湘南鎌倉総合病院、 湘南ヘルス イ ノ ベーシ ョ ン パー

ク 、 三菱商事株式会社、 三菱電機株式会社、 株式会

社マク ニカ が共同で、湘南ヘルスイ ノ ベーショ ン パー

ク の敷地内において 自動運転技術と 医療を 組み合わ

せたサービ スに係る 実証実験を 実施

• 自転車、 電動キッ ク スケータ ー等が対象

• 市の交通当局である PBOT（ Portland Bureau of Transportation） が支援

• スマート フ ォ ン 上のアプリ で走行状況を 確認

• GPS の位置データ から 乗車履歴を 収集

• 福祉事業に お け る 移動（ 送迎、 通勤、

お出かけ） 資源を シェ アする 仕組み

• 福祉版移動シ ェ アサービ ス（ 自家用車、

バスなど）、 福祉モールの展開

＜活動内容＞

バンク ーバー「 シティ リ ペア」

＜ポート ラ ン ド ：「 マイ ク ロ モビ リ ティ 」 向けの　 　 　  

　 データ サービス事業＞

• 建物の改築等は費用がかかる ため、 道路にベンチを 設置。 居心地のよ い空間する こ と で人が集ま

り コ ミ ュ ニケーショ ン が生まれ、 サード プレ イ ス（ 自宅でも 職場でも ない第 3 の場所） を 形成。

• スト リ ート ピ アノ の設置

• 路肩駐車スペースの臨時カ フ ェ 化　 等

１ . エリ アマネジメ ント のルール

自動運転バス
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1-3. 深沢地区エリアマネジメントイメージ
   （他地区の活動事例）

シンボル道路（仮）、オープンスペースを中心とした
エリアマネジメントの展開

タクティカルアーバニズム

新モビリティ社会実験と展開

地域のニーズに応える福祉 MaaS4
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賑わい

移動

防災・ 環境

緑・ 景観

賑わい

移動

防災・ 環境

緑・ 景観

賑わい

移動

防災・ 環境

緑・ 景観

賑わい

移動

防災・ 環境

緑・ 景観

感覚の複合化の例

（ 出典： 環境省「 いい感じ のまちづく り テキスト 」） 「 福博花し るべ事業」 の取り 組み事例（ 出典： 福岡市）

在宅避難マニュ アル

（ 出典： NPO 法人プラ ス・ アーツ）

参加型防災訓練のイ メ ージ（ 出典： NPO 法人プラ ス・ アーツ）

環境省「 いい感じ のまちづく り 」

＜実践内容＞

＜活動内容＞

• 人の感覚（ 五感な ど ） と いう 視点から ま ち を

見つめ直すこ と によ り 、 身近な 環境の “いい

感じ ”を 再発見し たり 、 新し く つく り 出し て

いく 手がかり を 探す

• “いい感じ ”は環境を 知る センサーと 位置づけ、

音、 香り 、 光、 熱と い っ た 感覚環境（ モ ノ 、

カ タ チにな ら な い人間の感覚によ り 認識さ れ

る 環境） のモノ サシを まちづく り に活用

仙台グリ ーン・ コ ミ ュ ニティ 推進協議会

＜活動内容＞

• 災害に強い地球に優し い低炭素まち づく り を 目指し 、 エネルギー 起源の CO2 削減方策の提供と 長

期イ ン フ ラ 停止時における 最低限のエネルギー供給が可能な設備の提供を 実現

• 建築物の維持管理のほか、 他の地域における スマート シティ 開発の補助　

　 １ ． 創エネ、 省エネ、 蓄エネ設備のリ ース

花のまちづく り “ 福岡 ”

＜活動内容＞

•「 花」 によ る 都市景観の形成、 身体

や精神面に対する 効用、 緑化によ

る ヒ ート アイ ラ ン ド 現象の緩和等

の効果を 暮ら し の質の向上につな

げ、 地域の人たち が関わり 合いな

がら 「 花のま ち づく り 」 に取り 組

む

• まちを 歩き ながら 、 音、 香り 、 光、 熱を 発見

• 見つけてき た感覚環境を 仲間と 分かち 合う

• 感覚の複合化を まち づく り に活用

• 例） 情景、 時間の変化、 相乗効果

楽し い参加型防災訓練

＜ワーク ショ ッ プ：「 逃げ地図」 作成＞

＜ワーク ショ ッ プ：「 防災小説」 作成＞

　 ２ ． 高圧一括受電サービス提供

　 ３ ． 水と 低温水の提供サービ ス

　 ４ ． エネルギーマネジメ ント システ

　 　 　 ムによるエネルギーの見える化、

　 　 　 エネルギー需給制御サービス

　 ５ ． 施設維持管理メ ンテナンス業務

　 ６ ． 前各号に掲げる 事業に附帯

　 　 　 または関連する 事業

• 楽し みながら 防災訓練

• 防災訓練におも ち ゃ と 一緒に参加可能

• 周辺町内会の防災訓練と も 連携

• キャ ン プによ っ て災害時に必要なこ と を 学ぶ

• 段ボールで も のづく り を 通し て 、 避難生活の

QOL（ ク オリ ティ ・ オブ・ ラ イ フ ） を 考える

• 目標避難地点ま で の時間を 色鉛筆で 塗り 分け

る 手づ く り の地図

• 自身が災害に遭遇する こ と を 「 自分ご と 」 と

し て考える こ と を 目指し た教材

• 在宅避難マニュ アルの配布 エネルギーマネジメ ント のイ メ ージ（ 出典： 仙台市）
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参加型防災訓練とワークショップ

感覚環境によるまちづくり

官民連携のエネルギーマネージメント

花と緑による景観づくり

1-3. 深沢地区エリアマネジメントイメージ
   （他地区の活動事例）
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